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    雑誌『をちこち（遠近）』バックナンバー

    
    号を選んでください
1号 文化の力　交流の営み
2号 アジアはいま
3号 変わる日本　世界に開くコミュニティ
4号 アメリカと向き合う
5号 知られざるアラビア世界
6号 日本語で話しませんか
7号 アートが世界を変える
8号 市民が広げる 日・ＥＵ交流
9号 日中交流を歩む人たち
10号 世界で愛される日本食
11号 多文化を生きる力　オーストラリア
12号 世界は村上春樹をどう読んでいるか
13号 日本発！ アニメの魅力
14号 ベトナムを再発見する
15号 市民社会を支える財団
16号 隣人、ロシア
17号 酒は地球を回る
18号 インドを解く
19号 マンガからMANGAへ
20号 フランス 都市の文化力
21号 世界の｢国民的女優｣
22号 遠くて近いブラジル
23号 翻訳がつくる日本語
24号 変わりゆくインドネシア
25号 世界を結ぶアート
26号 イギリスの底力 
27号 世界の研究者が見つめるNIPPON
28号 多様性を繋ぐドナウ･ヨーロッパ
29号 世界と出会う歌舞伎
30号 メコンの暮らしから考える｢人間と水｣
31号 国境を越える人々と国家の関係
32号 海外で活躍している日本人が、ここにもいる


    

  








をちこち 第19号 マンガからMANGAへ （2007年10月）








北京と広州で開催！「美麗新世界」展

古市保子 （P01-03）







ケニアの報道と表現の自由に挑む政治風刺マンガ家 ゴドフリー・ムワムペムブワさん

大内桃子 （P04）







仮想センス

束芋 （P06）







リスボンの資産、現代の広場

五十嵐太郎 （P07）







若き天才研究者の想い出

テッサ・モーリス-スズキ （P08）







世界に広がったマンガが文化の相互理解をもたらす

夏目房之介,山田奨治 （P10-17）







アメリカ／MANGAは北米出版界の空前のヒット商品

市村恭一 （P18-21）







フランス／マンガの出版形態が「バンド・デシネ」に変革を迫る

鵜野孝紀 （P22-23）







ドイツ／マンガの雑種性が表現参加の場を生む

Jaqueline Berndt(ジャクリーヌ・ベルント) （P24-25）







ブラジル／斬新かつハイブリッドなブラジルマンガの創造へ

Sonia M.Bibe Luyten(ソニア・ビベ・ルイテン) （P26-27）







タイ／日本マンガが書店を占拠し、マンガ専門店もオープン

Sakda Wimonjan(サクダー・ウィモンジャン) （P28-29）







韓国／ネットを通して爆発的に広まった日本マンガの人気

朴仁河(パクインハ) （P30-32）







中国／「門を閉ざして車を作る」中国産マンガの道は遠い

鄒凱(すうがい) （P33-35）







マンガは日本文化の発信に大いに貢献している

麻生太郎,呉智英 （P36-41）







マンガは日本語学習の強力なツールになる

Marc Bernabe(マルク・ベルナベ) （P42-45）







日本のマンガ文化に触れた８日間

中島裕介 （P46-49）







マンガ文化を学び、育み、社会への還元を目指す

伊藤遊 （P50-55）







希薄化する伝統的な社会意識 「ダゴール大学」で日本社会論を教える

新津晃一 （P56-59）







日米国民の相互理解を築いた１世紀 ジャパン・ソサエティー１００周年に寄せて

Richard J. Wood(リチャード・J・ウッド) （P58-61）







少子化はどうすれば止められるのか

山口一男 （P62-65）







２００７年度 国際交流基金賞・奨励賞 発表

 （P66-67）







Count Down!横浜トリエンナーレ2008(5)　国際展が都市の感受性を呼び覚ます

水沢勉,西沢立衛 （P68-71）
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